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=特別シリーズ-
即納指『さくらサイエンスプラン』友情と感激

阿南高専の活動報告

宇野　監
(阿南高専地域速攻-
テクノセンター特命致捜)

tSri窮針即影刑鏡餅表別9ノロブラムの概畢
タンリン工科大学はミャンマー最大の都市

ヤンゴンに立地しています｡起陳は工尭省下で1986年に設立された技術トレーニングスクールで､1999年に政府の工科短大に昇樽､2007年に工科大学にな-､土木､凍第､歳裾､電力など9学科がありますo日系企集が開発をしているティラワ工轟EE]地に近-'我が国とは繋がりができる大学になります｡

ミャンマーは無電化率が50%を超え､電気
が供給されない地区が多-あります｡この解清栄に小水力発電の導入が考えられます｡

今回､さくらサイエンスプランの受理を受
け､土木工学科の救月-名､学部生2名の計

校長㊨を表敬訪問
3名を招き､小水力発電をテーマに研修と交流を行いました｡

研修プロ
グラムは､小水力発電に的する雫嘆開音などの社会背景､小水力発電装壇の技術内容から役置法まで小水力発毛の推進に必要な分貯全股
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牧学生との交流､徳島地場企発の見学と交寵､LEDなど日本の産業を理解する摩市会の見学'日本語研修など､短期間ですが密度の蔽いプログラムを実施しました｡①プログラムの成果
前述のよう

にミャンマーは無電化地域が多-ありますが'解消栄として小水力発電の番人に関する研修が実施できましたo小水力発電に関する環草間滝､水草技術'太陽

光･風力など他のエネルギーとの比較､長所矩所'装壇の設壇状況の見学まで研修しました.ミャンマーにおいて小水力馨事業の創出が期待できます｡

また'"/ヤンマーに草葉農園を希望する地
場企業の見学･交流会も実施してグローバル蔓草連疎に繋げることもできました｡

なお､地元NHX鑑島のニュース香範で小
水力発電を見学研修している操子を取材され､インタビューで､学生はミャンマーに小水力発電を普及させたいと力強く答えていました｡

研修は､授轟でのアィスカツシmンに加え､

毎日のレポ-･L作成を義務付けたはか､帰Bg]前日に研修成果発表会を設け､研修レポIIの暴出とプレゼンテーションをしてもらいました｡

ミャンマーで小水力発電の態慢候補地を選
定し､その侯布地に貴逐な水車形式と想定発
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屯丑を検討した開発プランを発表してもらいました｡それをもとに意見交換を行い､ミャンマーの無電化地域の解滑に小水力発電は有効な手段であることを確認でき､充実した成果発表会になりました｡発表会終了後に､校長より研修修了配を交付しました｡
最終日に徳島の歴史や文化を遺して我が国

を知ってもらう積金を設けました｡研修テーマに関連する潮流発電に壊した鳴門の親潮の見学や､日本の民俗芸能として阿波鷹-体験を行ったほか'四国八十八ヶ所1番札所霊山寺を見学しました｡同じ仏教国としてJお寺の柊造､仏像の違いなど､文化的にも樽ることが多い様子でした..

参加した教具･学生は､充果した甲賀下で

研修できたことに感謝の意を表すとともに､日本での生情を体厳し､歴史'文化も理解できたことに大変有意義であったとの感想を等

せました｡①受け入れ横取の成果
ミャンマーの大学とは､初めての交流でし

たが､急速に工発化の発展が予想される同国との鯉鑑した交流の政道が高まりましたQ
小水力発電を研究する再生可能エネルギー

研究会の学生が交流を回り､国際交竜の大切さ､英会話力の必賢性を実感できました.ライン､フェイスブックのやり取りなど､アジアの友人との付き合いから国際感覚を身に付けてほしいと望んでいます｡

さらに､ミャンマーで事業を計画している

本校の助成会(ACTフェローシップ)会見である地場企業には､タンリン工科大学とのグローバル起草速湊への手かかりができました｡①将来の課蓮と展望
ミャンマーの大学と国際交流活動をより括

発にしたいと考えています｡高専は､中等教育
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小水力発電装置の見学

再生可能エネルギー研究会と交流

研修成典報告会

寺沢校長㊧より研修修了旺を交付

彼'5年間の技術者教育をするため'工業化の進展が著しいミャンマーに適した高等教育榎脚です1さ-らサイエンスプランを活用した研修で高専の誓制度が広く､ミャンマーに知れ渡ってほしいと望んでいます｡
また､阿南

高専を軸に徳島地場企轟とミャンマーの大学がグローバル萱草連携をしてミャンマーの人材育成に貢献できるこ七を望んでいます｡

最後に､こ

のような研修を莫施するためにご支壕をいただいた科学技術虫興桟橋にお礼を申し上げます｡


